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１はじめに
東アジア海域という視点から，朝鮮半島，日本列島，中
国大陸において，同じ東シナ海に囲まれた台湾，琉球諸
島，九州，五島列島，壱岐，対馬，済州，朝鮮半島などが
一連の地域として挙げられる。これらの環東シナ海の臨海
地域においては，同じ海に囲まれ，海人の信仰，風習，習
俗文化において，顕著な共通性があるように思える。その
基層文化で特に信仰や宗教などにいくつかの共通点が見ら
れる。
これらの地域の海の交流により，船神信仰やもしくはそ
れをめぐる海の信仰に関する多くの神々が見られる。例え
１） ２）
ば，エビス，オナリ神，観音，弁財天，竜宮のﾈ申，船霊，
金毘羅，蛎祖(天妃)などの信仰が挙げられる。これらの信
仰の背景には共通なものがあるに違いない。そして単なる
偶然や単純な影響ではなく，その深層的な部分が深く連な
ると考えられる。その背景として，１１～12世紀以降，すで
に環東シナ海の中国，日本，琉球，朝鮮(新羅)は，東シナ
海を挟んで，海上交流を通じて一つの通商圏を形成してい
たのである。
以上のような背景のもとに，本研究では，船守護神蛎祖
でんび
(天妃)を中心に取り上げる。この信仰は中国南部沿岸の代
表的航海神として見なされる。この信仰の中心である東シ
ナ海及び南シナ海沿岸各地だけではなく，東南アジアの各
地まで広く信仰されている。そして中世に中国明人の渡来
に伴って，日本へもたらされた。
本研究の目的は，婚祖信仰の日本への伝来の背景を通じ
て，日本ではそれがどのように受容されたか，またどのよ
うに変容したかを考察し，異国の船神信仰と，日本の在来
の船神信仰との関係性を明らかにすることである。海を渡
る船神信仰から，東アジア海域に共通する海の信仰の特徴
を見出すことができる。その結果，蛎祖信仰の発信地であ
る中国の南部沿岸から，琉球列島～南九州～長崎，他へと
広く分布した事実と,異国への伝播土着化の過程において，
神格化や，祭祁などが大きく変容したことが注目される。
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また，女性の航海神，女性の霊力についての観念などは日
本にも見られる。これらも，古代からの中国沿岸部の文化
との交流の中から，次第に形成されてきた可能性が考えら
れる。
２中国の民間信仰、宗教の特徴
嬬祖信仰の考察に入る前に，まず，鵬祖の発祥地である
中国の民間信仰や宗教について概観する。
］）
中国の六朝時代(222-589)に，多くの宗教や信仰(儒教、
老荘、仏教、道教など)が興隆し，盛んに信仰されていた。
ある特定の神の信仰が盛んになったり，衰えたりする現象
が起こっていた。しかし，宋代にすでに消失してしまった
神々が多い。
中国では道教的民間信仰は,ほとんど宋代以降に発生し，
明朝に定着した。本研究で取り上げる嶋祖や関帝などの
神々も宋代以降に発生し，明朝に定着したものである。し
かし，これらの道教的民間信仰の神々は，清代に消失した
４）
神が多く，例えば,招宝七郎神などがある。そのほ力､,神々
の消失には太平天国の乱や文化大革命などの影響が大きい
と考えられる。
一方，中国の信仰や宗教の神々は，純粋の仏，道，儒の
神とは言い難いと言われる。なぜならば，中国大陸の民間
信仰や宗教においては，五代，北宋の時期を境として，信
仰される神の性格が変化したり，あるいは，他の神仏と結
びついたりという形態などがよく見られる。
例えば，鳩祖と同じく中国南沿岸の民間信仰である関帝
しょく 帥
君についていえば，三国時代の局の武将「関羽｣が神格化
されたのは唐宋時代で，清代に帝室の守護神，武神として
信仰され，関羽を祁った関帝廟は武神から学問神，そして
｢財神」化して，現在は商売繁盛の商業の神となっている。
この信仰も北宋以降に発生し，明に定着したものである。
関帝が信仰される理由の一つとしては，山西商人の活動が
あるという説があり，山西省は塩の産地なので，そのよう
な説があると思われる。
蛎祖は，１０世紀後半に中国大陸福建省沿岸部の一亜女に
すぎなかった女性であるが，次第に地方の船乗りの信仰を
集めたために，航海守護の神になり，元代初めに全国的に
広まったのである。
このように，蛎祖,関羽などは人間から神格化され,神々
としての形象が固定しなかったり，神としての性格が変化
したりする。それは，まさに中国では道，仏，儒教の混交
的な民間信仰が存在していたことを示すものである。一般
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民間の人々には，信仰の対象において，純粋の道，仏，儒
教の神と認識されることはむしろ少ない。例えば，現在蛎
祖信仰が最も信仰される台湾では，仏教的，道教的神とし
て認識され,観音は,仏教的,道教的神仏と認識されている。
以上のように神の性格が変化することは，日本でも見ら
れる。例えば，中国南方の民間信仰の代表として見なされ
る華光大帝が挙げられる。華光大帝信仰は明朝に最も隆感
であり，寺院を守護する伽藍神として祁られていた。すな
わち，寺院の伽藍神を守護する神と見なされた。これが日
本へも伝えられ,宇治の黄築宗蔑福寺に像が存在している。
華光大帝には,「菩薩」「伽藍」という様々な尊号(華光菩薩、
華光伽態など)が付けられ,仏教系神仏に組み込まれている。
関帝君も，中国においては元来，道教的神格として信仰さ
れていたものであるから，菩薩や伽藍などの仏教的神号と
は無関係であったはずである。しかし，関帝菩薩や伽藍菩
薩などの称号が考案されている事実を見れば，中国や日本
の民間信仰においては，尊位の高い神格に「菩薩」という
名称を付ける風潮があったものと考えられる。
２．１蛎祖(天妃)の位置づけ
嬬祖は発祥地中国南部沿岸では，道教的神として祁られ
ている。蛎祖について，様々な尊称があるが，闘南で鳩祖
にようま
と称され、閲北では娘蛎と称された。また「天妃」「天后」
｢天妃娘娘」などとも呼ばれる女神である。
一方，漢民族における宗教や民間信仰を研究する日本の
学者増田福太郎は，『台湾本島人の宗教』の「宗教の諸派」
の中で，「蛎祖の信仰は何れかといへば儒教に属するべき
ものなるも遂には道教臭味を有する迷信に陥り，その儒教
系統の神霊を記れる廟詞に対する態度殆んど儒教本来の祭
祁の意義を没却して福利の為にする弊に堕するに至った。
一宗教としての民間信仰を実質的にみるならば敬天並に崇
祖の二思想であり，この二大基本観念を中軸として集団的
な主情的な宗教思想を形成している」と述べている。増田
福太郎によれば，蛎祖の崇敬は，その伝説より見るときは，
道教的であり，祭祁の形式より見るときは儒教的であり，
信仰の実質より見るときは，仏教的である。道，仏，儒の
三教の混渚的民間信仰と指摘されている。
２．２天妃の由来
天妃の由来について，従来では二つの伝承がある。すな
わち,蛎祖は自然神か,それとも人神かによって，この「天
妃」の理解が違ってくる。
伝承①自然神説
道教の創始者と言われる後漢の張道陵は,宇宙世界を天，
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地,水の三界に分けて,天,地,水の三界を三官と称す。天，
地，水を三界としたのは，天の下に陸地と河海があるから
という思想による。それによれば，「天妃」はすでに宋代
以前に存在し，道教の中の水官大帝(水神)に当たるという
ことで，その原始信仰(天妃)が存在したと共に，道教の影
響を受けて，神仙説話と融合し，今現在の蛎祖(天妃)信仰
に至る。
この自然神説について，『琉球神道記』巻５（p､203)の中
には，「自然神説をとる場合からいえば，「天妃」の名は古
くから伝わったものであるとする。つまり，古人は，天を
｢帝｣,地を「后｣,水を「妃」と号する習'慣があり，天妃とは，
水神の汎称であるというのである」と述べられている。
伝承②入神説
蛎祖は北宋の初め，１０世紀後半ごろの人だった。中国南
哩でんびし吟う
方の福建省請田県の漏り､|､|の林氏の女として誕生した。生ま
もくじょう
れてからまったく泣かなかったので「黙娘」と名付けられ
た。幼い時から賢く，仏教を熱心に信仰し，また法術を身
に付けたので，様々な奇跡を起こすようになった。ある水
難事故から人々を救った。彼女自身は人を救うことを天命
と考え，生涯独身を誓った。２８歳の時に，魂が天に昇って，
神になったとされる。当初，郷土神として林夫人の名で祭
られたことに始まり，1123年以後に，その霊験が喧伝され
て，同年に「順済」と封号され，１１６０年には霊恵夫人，昭
応夫人，1281年には元世祖「護国明著天妃｣，1684年には
天后と勅封が重ねられた。このように､蛎祖は「天妃」「天
后」あるいは「天上聖母」などとも呼ばれる。
伝承②の,実際に存在した醒女の神格化という説の場合，
Ｌごう
嬬祖の現した数々の霊験に対して，歴代皇帝が様々な論号
｢夫人」「天妃」「天后」「天上聖母」などを封じてきた。こ
のような入神説について，『天妃顕聖録』の中に，蛎祖の
誕生から昇天までの500年の神跡奇談と霊験などが詳しく
記されており，多くの蛎祖研究者(李献簿1979,朱天順1996
など)がこの書に依拠している。本研究も従来の研究(李献
疎，朱天順)を踏まえて，入神説のほうを取る。
2.3小結
中国の宗教は，多神教信仰であると言われ，様々な神仏
が同時的に存在することが認められる。古くから，儒教，
仏教，道教の三教思想の同源が唱えられ，さまざまな神仏
が一つの組織の中で同時存在し，一般庶民に信仰される。
一つの例として，台湾台北市にある保安宮がある。保安宮
は，台北市に存在する廟宇の中で，最大級に属するもので
あり，明末以降に，大量の移民者のそれぞれの郷土の信仰
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が台湾へもたらされたものである｡その廟宇の存在自体は，
出身者の地域性を示すものであり，移民者の出身地の影響
がそれぞれ色濃く反映している。保安宮の境内には,蛎祖，
福徳神，註生娘娘，太歳星君が祭られ，さらに後部の殿に
は釈迦，薬師，玉皇大帝，東華帝君，三官大帝などを祭る。
各層の信仰が混在したものとなっているが，これは台北に
ある名利龍山寺や，松山慈恵宮など，他の大規模の寺廟で
も見られる現象である。台北の龍山寺では，本尊は観音菩
薩としても，その下に大勢の従神が祁られている。御殿に
も鵬祖，城隈爺，福徳神，関帝君などの神明と同祁されて
いるので，純粋の仏教の寺院とは言えない。
嬬祖信仰の中心である中国南部の宗教信仰は，嬬祖信仰
の周辺地である台湾，琉球列島，日本にも当然影響を与え
ていると思われる。
３信仰伝播の背景
婿祖信仰は，中国の南部沿岸地域である福建省清田を発
祥地とする。その信仰は船舶の航行に伴い，山東から広東
に及び中国沿岸部の大部分を含む広い範囲に伝播したとい
う。鳩祖信仰は，時代を経ることによって，さらに拡大し
ていったことがわかる。その当時の状況から簡単に説明す
ると，元代('271-1368)に，政治的要素が加わり，信仰の
発展に大きい影響を受けることになった。政治，経済の中
心地が北京に移り，北京の物流が盛んになったことにより，
蛎祖信仰は天津まで北上した。また，南方への貿易拡大に
よって，南は海南島まで伝播することとなった。当時航海
神として江南地方から北京への糧米を運送する船舶では，
すでに蛎祖を祁っていたという。
次に，明代(1368-1644)になると，さらに政治的要素が
６）
顕著になり，明は対外関係を発展させるため，諸国に鄭和
を派遣した。明の永楽３年(1405)から宣徳６年(1431)にか
けて，鄭和は約百隻の船隊と数万人の人々を引き連れ，前
後７回に渡って，東南アジアからアフリカまで長距離の航
海を行った。その航海の途中で立ち寄った港や訪問した国
は計30余国にのぼる。鄭和は中国を出発する際に，また安
全に帰国した際に，必ず嬬祖廟に詣でて祈願した。
また，明朝は沿岸地域の動乱が多い時代であったため，
多くの中国人が海外に移住した。その海外に出た華僑と共
に，蛎祖信仰が，東シナ海沿岸から，台湾，シンガポール，
インドネシアなど東南アジアの各地に，さらに日本へも伝
播してきた。当時,台湾や東南アジアの各地では「蝿祖廟」
を建てて，次第に鳩祖は航海安全の守護神だけではなく，
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あらゆることに利益のある神として篤く信仰されるように
なった。
3.１琉球列島への伝来
琉球は蛎祖信仰が日本へ初めてもたらされた地域であ
る。琉球への伝来の経緯には，中世における中国明朝と琉
球王国の間の深い関わりという背景がある。
琉球王国と中国明朝との往来交渉は14世紀後半に始まっ
た。両国の間の冊封，朝貢体制においては，明朝は琉球王
国に冊封使を派遣し，琉球王国からは明朝に朝貢，謝恩な
どの進貢船の往来があり，両者の関係は緊密となった。琉
球の中山察度時代には，琉球人の造船技術，航海術で東シ
ナ海を渡ることは至難のわざであり，琉球船で中国に行く
ことはできなかった。そこで，明朝は初めには無償で大型
の進貢船を琉球に支給していたが，その後やがて琉球王国
が自力で造船するようになった。当時の琉球人は唐船と同
じ作り方だけではなく，中国福州における船の習慣や信仰
などをも受容し，他の中国的習俗，文物も琉球に伝わるこ
とになった。
以上のように，明，琉の間に通交が始まって，琉球の久
米村に来住した唐人が１５世紀初め，久米村に二つの天妃宮
７）
(上、下天妃宮)を建立した。さらに，１８世紀に那覇に天妃
廟が建立された。『琉球国由来記』巻９「唐栄旧記全集」
によれば,下天妃宮に残された古板片には「永楽二十二造」
(1424年)の文字があったという。永楽年間(1403-1424)の末
には下天妃宮が，その後間もない宣統，正統年間(1426-
８）
1429)には上天妃宮が建立されたという。し､ずれも１５世紀
前半には，二つの天妃宮が建てられていた。そのうえ，下
天妃宮は，単に久米村内での拝礼や儀式が行われただけで
はなく，冊封船の来琉の使節一行による航海安全の祈願や
謝礼なども行われた。冊封船に載せた天妃像を，琉球滞在
中に天妃宮に安置していた。このことが『中山伝信録』な
どの冊封使録に記されている。そして，天妃祭祁の状況に
ついては，琉球王国でも大規模に祭祁が行われたことが，
『琉球国由来記』巻９「唐栄旧記全集」の中で詳しく記さ
れている。
「唐栄旧記全集」に記されている18世紀の初めごろに上，
下天妃宮，及び天尊廟で祭祁を行ったという記述から，中
国の婚祖信仰がそのまま琉球王国に伝えられ,その信仰は，
当時中国の人々と，いわゆる唐人居留地「久米村」と呼ば
れた那覇の一地区の人だけに限られていたと考えられる。
また，琉球での信仰につき，朝鮮の「李朝実録Ｊ世祖８
年２月葵巳条(1462)に，次のような記事がある。朝鮮に派
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遣された琉球国の正使と副使が朝鮮の宣慰使から漢通事を
介して質問されたときの回答である。
「於海遇，作天妃娘娘殿，若発船則斬馬猪祭之，挺舟大
洋，或遇風浪，船中人共斎心，念天妃懸筆，則其筆自落書
云，平安無事云々 」（p､476）
当時，琉球に天妃娘娘殿があり，馬とか豚を犠牲にして
供えていたことが分かる。琉球での蛎祖の祭祁について，
『琉球国由来記』巻９「唐栄旧記全集」に，天妃廟に関連
する年中祭祁が記されている。
３.２薩摩への伝来
薩摩は日本の最南端に位置し，南から日本をめざす船が
最初に寄るところとして，古代より近世に至るまで海上交
通の重用な拠点であった。薩摩は大陸との貿易を常に頻繁
に行い，１５世紀には遣明船が坊津に碇泊し，琉球王国との
貿易も緊密であった。また，幕府の使舶貿易が途絶え私商
がこれに代わった際に，密貿易船が多く碇泊していた。薩
摩地方に来航した唐船は，坊津諸港の外に，京泊(川内)，
片浦(加世田)，阿久根，山川，鹿児島などに来て，銀，硫
黄などを求めた。また，明末清初には，中国の政治混乱を
原因として，唐船の中には一般民間人も混じって，日本へ
来航した。
このような時代背景の中で，多くの明人が薩摩の諸港に
渡来し，日本に帰化している。日本に永住している明人を
居付唐人といい，薩摩地方には多くの唐人町が形成されて
いた。「16-17世紀頃の薩摩，大隅，日向には国分の唐人
町(唐仁町)や坊津の博多浦，串良の唐人町(唐仁)，市来の
唐人町，加世田万世の唐仁原，都城の唐人町などのような
中華町があちらこちら出来ており，大きな河川の川口とか
港には，時おり，唐船や琉球船，南蛮船などが出入りして
いた｣(増田勝機1999:71)という。当時,来航した居付唐人は，
諸港で貿易を行い,当時貿易の遺跡「唐人墓」（博多浦),｢石
畳の道」（坊の浜)，「石管上水道」（下浜)など，いずれも坊
津が貿易港として賑わう最盛期に形成されたもの(『坊津町
郷土誌上巻』Ｐ320)であるが，それらは今も残されている。
これらの遺跡は，当時貿易港であったことの歴史的根拠で
ある。
薩摩地方に渡来した明人は，大多数が中国南部の出身で
ある。唐船の来航や唐人の居住を伴い，中国南部の民間信
仰「蛎祖」が持ち込まれ，蛎祖を祁る寺廟も作られたと考
えられる。薩摩地方における嬬祖信仰について，『笠沙町
郷土誌上巻』（P､563)によれば，野間岳(標高591米)は古来航
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路の目標とされた山で，山腹八合目に野間権現があった。
東アジア海域における船神信仰
野間岳神社の西宮に天妃,千里眼,順風耳という三体の神々
が祁られていたという。
江戸時代には鎖国体制がとられて，オランダ船と中国船
だけの長崎港への来航が認められた。多くの中国船が長崎
に来航するようになった。また，明に代わった清とも交易
は続けられてきた。長崎来航の清船は増加することになっ
た。当時の航路は，南島を経由して笠沙を航行するのが普
通であった。野間岳は航海のよい目標になり，ここから九
州の海岸線沿いに長崎まで比較的航行しやすいのである。
東シナ海を渡ってきて中国の船員たちには，野間岳は初め
て目にする商峰である。多くの中国人船員は，ほっと安堵
するとともに，航海の無事を祝い銅羅を鳴らし，紙銭を焼
いて祝ったという。
野間権現の特徴は，当時の中国人だけの信仰ではなく，
日本の船乗りたちの信仰も集めるようになったということ
である。野間岳の山頂にある野間権現の東宮の祭神は熊野
権現が祁られていて，昔から日本の航海神の信仰の対象で
あった。蝿祖は，鹿児島沿岸の船関係者，漁民たちなどか
らも，海上安全の女神として信仰されていた。
3.３薩摩地域における蝿祖神格の特徴
３．２で述べた背景の中で，多くの唐船の来航や唐人の
居住に伴い，蛎祖信仰が持ち込まれた。その蛎祖像の祭祁
の特徴としては，「内神」（ウッガン)として信仰されている
ことが挙げられる。すなわち，薩摩地方の各地の寺院境内
に蛎祖像が分布している(鶴添泰蔵1982,下野敏見1994)こと
が分かる。
筆者は，2010年１０月24日に，南薩摩市加世田の益山字山
村にある寺園和彦氏の家と，坊津歴史資料センター輝津館
に，蛎祖に関する現地聞き取り調査を行った。その調査の
経緯と結果は次のとおりである。
事例①寺園家の蛎祖像
寺園屋敷内の庭に小さい詞堂があり，その中に蛎祖像と，
脇侍侍女２名，順風耳，千眼里の五体がある。蛎祖像と他
の神々７体は明朝の神仏と鑑定されている。洞堂の中に
｢寺園家氏神覚書」がある。その覚書によると，｢天妃娘娘」
の神格は１０世紀の古代中国における女神であるとして，次
の通り記載されている。
祈願の目的は，
ｌ、幸福を増し不老長生し，吉慶平穏なるよう。
２，風雨順調，天候平穏，五穀豊穣なるよう。
３，国家安泰，武運長久，天下泰平なるよう。
４、家業隆盛，子孫繁昌なるよう。
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寺園氏によると，内神として記っている。祭りは，毎年
二回行われる。毎年の12月１４日と，旧暦12月１４日に藩制時
代の寺園一族の家で行われる｡蛎祖への供物は赤飯と甘酒，
白米である。祭りの準備をするのは，寺園一族18戸で輪番
制となっている。当地方の慣習の行事である。
力｡どわり
寺園氏によれば,先祖は薩摩藩の門割制時代より寺園ｌｉ
の主として，一門を率いてウッガン(蛎祖)の祭祁を行った。
その縁起としては，家の中に不幸が続いた時に呼んだ高野
山系(真言系)の修験僧によって，福建の蛎祖像という神様
しようし
であることが分ったという。1988年に屋敷に小洞を建造し
て，「天妃宮」と名づけて，蝿祖を肥るようになった。
蛎祖祭りは,毎年の12月１４日と旧暦の12月１４日の年２回，
寺園家一門の者が集まって，交代制で昔から御祭りをして
いると伝えられてきた。祭祁の日は，朝の一番水で湯を沸
かして蛎祖像に行水させていた。家伝では全部で14体の内
神がいるが善神の７体だけが姿を持つという。また，寺園
氏の家に明代の華南三彩のクンディという水差しや水性も
伝わっている。この二つの華南三彩の容器が祭祁の時に使
われているということであるという。
しかし，なぜこれらの神様が祁られたのか，寺園氏Iこよ
なぬし
れば先祖は名主であり，貿易が盛んな１５世紀，南薩摩市ﾉl、
松原・相星の地が坊津と同じく交易で栄えている頃に，行
商を営んでいたと聞き及んでいる。
また，寺園家は明治の初めまで，寺園屋敷甚佐エ門を襲
名していたという。御神体が小型の像でダンスに入れてあ
るのは，遣唐使船のマスト(帆柱)のところに乗せて拝む航
海用のものであった。これらの神体は明の時代の彫刻と鑑
定され,文部科学省に学術報告した研究者の論文によると，
やはり明の時代の彫刻だという。また，寺園氏の家屋の中
に，数枚のふすまに淡い水彩で婿祖神の物語が描かれてい
る。この数枚のふすまには，中国の帽州の風景が描かれ，
嬬祖を船に乗せて出航し，その途中のいろいろの物語が描
かれている。漸く日本に着き，金峰山が見えて，無事に吹
上浜に上陸するという物語になっている。このふすまに描
かれた物語は，蛎祖の日本渡来を具体的に想像させるもの
であり，見る者に深い感動を与える。
この現地の聞き取り調査で，明らかになったこととして
三つが挙げられる。①祭祁期日が異なる。寺園家の蛎祖像
の祭祁期日（毎年の12月14日と旧暦の１２月１４日の年２回)は、従
来の研究文献『琉球国由来記』巻９「唐栄|日記全集」によ
れば，１月４日の下天日，端午，重陽，冬至，１２月24日の
上天日,および３月23日の聖誕日には「祭物」すなわち「三
陳佳秀
味」を供え，とくに聖誕日には大夫以下若秀才までの人々
が参列して『天妃経』を読諦しながら祁りを行ったと見え
ている。また，両天妃廟の祭物は三味であった。現在，久
米村の人が天妃宮に参る際に供え物もまた，「お三味」と
通称されている。その内容は，蒸した魚，豚肉，および鶏
である。②供物が異なる。「唐栄|日記全集」によれば，両
天妃宮の祭物は｢お三味｣と通称され,その内容は蒸した魚，
豚肉，および鶏である。寺園家では，祭祁の供物は赤飯と
甘酒，白米だけであり，魚，肉などは供えない。一方，国
分直一(1976)の「薩南片浦の林家の嬬祖」には，１２月18日
の「ボサさんの日」に，赤飯，豚肉の供え物をすることが
記されている。今日では，ボサの日には豚汁で祝うとのこ
とであった。このように，益山村の寺園家と片浦の林家に
祁られている嬬祖は，「ボサの日」の，祭事における供え
物が異なり，その背景には,社会的事情の変容が窺われる。
③神の性格が異なる。寺園家では,嬬祖像は船霊ではなく，
寺園一門の守護神，「内神」として祁られている。この三
つのことが明らかになった。
事例②坊津歴史資料センター輝津館
嬬祖像は，坊津泊の有馬家に伝えられたものであるとい
う。事例①と②に関する先行研究(鶴添泰蔵1982,下野敏見
1994など)は，薩摩地方の嬬祖像はいずれも「内神」として
祁られているという。明末に，中国大陸から亡命してきた
祖先が持参したものだという。中国から渡来した鳩祖の神
格は航海守護神から一族の守護神，「内神」になり，蛎祖
の神格が変化したことが見られる。南薩摩地方の嬬祖は，
完全にこの地域の内神として機能するという特徴を有して
いる。
事例③鹿児島・永福寺
『三国名勝図会』巻４．鹿児島３．永福寺の項に，次の
ように記されている。
「坂本村潮音院の右隣にあり。本府大乗院の末にして真
言宗なり。本尊中位観音菩薩，［爽侍，善財童子，龍女，
左位関帝君，爽侍，開平，周倉，右位天妃，爽侍，順風耳，
千里眼］営寺由来記を按ずるに，寛永十四年，唐土の人黄
一官,高一覧,陳友官,唐船の勧化助銀を以て常寺を創建し，
本府安養院覚因和尚を開山とす。先是黄一官，肥前長崎よ
り舟路を取て本藩に来る。時に天妃霊応にて狂風の危難を
遁る。因て当寺を建て天妃を祭りしと見えたり。又別に天
妃の古像，当寺にあり。此像は，初め南林寺の山之口にあ
り，其堂火災に擢る。故に当寺に安す。一説には山之口の
菩薩堂は黄一官等，始て寛永七年を以て所建といへり。天
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妃は観音菩薩の化身とす。廼ち世に天妃を尊んで菩薩と称
す。山之口の|日賦は地蔵堂［此堂は、前に出せる山之口地
蔵堂なり]東傍の街角より東に連なる所の貿区七八歩の間，
其地といふ。今に菩薩屋敷と呼ひ，［寛文頃の地図、此所
に菩薩堂と記す，提は薩字の誤ならん］其地北面の道路，
東西に開けて地蔵堂の北側に通る。是を菩薩と唱ふ°昔時
の遺名なり。」
この項の記述から，寛永７年(1630)ごろに，長崎から鹿
児島にきて山之口の菩薩堂や永福寺を建立した中国人など
のいたことがわかる。現在，鹿児島市山之口にある「ボサ
通り」は，その名残である。
３．４長崎への伝来
長崎は鎖国時代になっても中国との貿易が続いていた貿
易港である。そのために中国の商船も自由に出入りしてい
た。長崎に来航した唐船には，必ず船舶の中に蛎祖が記ら
れていた。しかし，碇泊中の唐船は，ずっと船内に奉安し
た蛎祖をそのままにしておくわけにはいかなかった｡また，
長崎に来航する唐船の数も商人数も増加したので，嬬祖像
の奉安場所に苦心し，ついに唐人屋敷を造り，蛎祖廟を建
立した。
来航した唐人にとっては，蝿祖をiiiBる必要性があったた
め，長崎に滞在する唐人たちにより，福寺(南京寺)，福済
寺(泉州のち涼州寺),崇福寺(福州寺)などの,いわゆる「唐寺」
が1620年代に建立された。興福寺の蛎祖堂では「天上聖母
菩薩」として祁り,崇福寺では「天后聖母」「天妃」「菩薩」
とも称されている。これらの唐寺は唐三ヵ寺と呼ばれてい
る。唐人が上陸したのちに，神像を廟内に奉遷することに
ついて,西川如見著『華夷通商考』巻２(李献環1979:530)には，
唐船にはみな船霊の神として天妃を記っていたが，その安
置所をボサ棚と呼んだ。そして，入港すると，人々がみな
船から上陸して，神像を守ることができなくなくので，ボ
サを崇福寺などの唐三ヵ寺に奉遷したが，その奉遷を「菩
薩揚げ」（ボサあげ)といっていた。
このように，長崎の唐寺の成立過程における大きな特徴
としては，初めは蛎祖廟として出発し，後に仏殿が建立
され，婚祖の奉安場所として祁られるようになった。当
時，蛎祖のほかに，「慈航道人とされる観世音，関帝菩薩，
儒官姿の王道公，諸葛武候，張天師も紀られた」（中村質
1973：250)という。これらの神仏には，いずれも中国南方
の道教的民間信仰がそのまま反映しており，まさに，建立
当初の唐寺は道教の廟堂である。
一方，唐寺を建立する背景としては，１５世紀から16世紀
東アジア海域における船神侭仰
にかけて，いわゆる大航海時代に，西欧諸国が植民地主義
とキリスト教を世界全体に広めようとしたことが挙げられ
る。日本においてはキリシタンが邪教とされ，邪教門とし
て禁圧された。当時のキリシタン禁教において，唐僧，唐
の船神を非キリシタンとして証明することが，唐寺の重要
な機能であった。つまり，唐寺の建立は，当時キリシタン
の禁制が厳しくなるに及んで，蛎祖と聖母マリアを判別さ
せることに役立ったのである。
3.5小結
日本の琉球，南九州，長崎の蛎祖信仰を見てきた。それ
は14世紀から17世紀前半に伝播してきた。各地はそれぞれ
中国との交易を行い，それに伴って蛎祖信仰ももたらされ
た。しかし，その歴史的背景の違いによって，祭祁の状況
が異なる。琉球の場合，明，清朝との正式の政治的，経済
的交流を背景として，琉球王国でも明朝でも国家的規模で
嬬祖の祭祁が行われた。長崎の場合，長崎に居住する中国
人と中国から来航した貿易者に向けたものであり，日本人
が祭祁することはなかった。一方，琉球と長崎との中間に
ある薩摩の場合，中国との通交は私的なものであり，また，
坊津などの諸港は，当時，密貿易港だった。従って，貿易
を行う唐人などは，中国より蛎祖像を持参してきて，個人
の屋敷で拝んだのである。
一方，蝿祖信仰の伝来ルートについては，中国南部福建
という沿岸から，沖縄に伝播してきたが，奄美，南西諸島
を飛び越えて，南九州，そして長崎に伝播したと言える。
沖縄と南九州の中間にある南西諸島には蝿祖信仰は見られ
ない。その伝播のルート，琉球一南九州一長崎と分布した
経緯に注目したい。なぜ，中間地である南西諸島には見ら
れないのか。下野敏見(1989：252)によれば，「嬬祖信仰が
沖縄と南九州，長崎などにあって，中間の薩南諸島の見ら
れないのは，この信仰が中国より伝播したと思われる中世
の頃，祇子島，屋久島などの薩南の島々は法華宗一色であ
り，しかも呪術，祈祷色の濃い宗教であったために嬬祖信
仰が定着できなかったからであろう」という。
航海守護神蛎祖は中国から渡来し，沖縄では「ブサ｣，
｢ブーサーガナシ｣，薩摩地方では「ボサ」「ウッガン｣，「ロ
バさん｣,長崎では｢ボサ｣という，いずれも蛎祖を｢菩薩｣(ぽ
さ）と捉えている点が注目されている。これらの九州的呼
び方「ブサ｣，「ボサ」などに，仏教的神号「菩薩」（ぼさつ）
が採り入れられているのは，仏教が蛎祖を自分の崇拝対象
に引き入れ，人々もまたそのように考えているらしいこと
を示している。そして，その起源は，中国人が嬬祖を観音
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と関係づけたり，あるいは観音と蛎祖とが習合したりした
ことにある，と思われる。
これに対し，日本では古くから，航海安全の守護神とし
て観音菩薩を信仰していた。
４蛎祖(天妃)と他の神仏との習合
中国の航海守護神である蛎祖は，九州各地においては，
他の神仏と結びつけられる伝承が見られ，各地に祁られて
いたという。本節では，これらの神々と嬬祖の関係につい
て検証を行う。
4.1観音菩薩
１０）
①『観音経』との関わり
『三教捜神大全』巻４「天妃娘娘」の項の中によれば，
生まれたばかりの嬬祖が神像を見て手を合わせて拝む様子
をし，５歳で『観音経』を論み、１１歳で法術を身につけた
ので，様々な奇跡を起こすようになった(李献麓'979参照)。
このような神童ぶりの表現のなかに，『観音経』との関わ
りをうかがうことができる。
の炎
②西川正体('720）「長崎夜話草」（p､5)の「野麻権現並日
ひのみさき
御崎観音之事」に，次のように記されている。
「福建の南海に甫田という所あり，此浦の漁民林氏の娘
生まれて霊異あり,十余歳にして我は即ち海神の化身なり，
海洋に入りて往来の船を守護すべきとして忽ち海水に没死
す，即ち甫田に廟社を建てて船神と崇め祭りて今にあり，
大明の天子より天妃老蛎の論号を賜り，観音の化身として
唐土の諸船甚だ尊敬す」とあり，天妃老嬬(蛎祖)と観音の
関係を裏付けている。
③『大島筆記』（1968：368）
『大島筆記』は，1762年(宝暦12年)に沖縄から薩摩へ向
かいせん１１）
力､った楕船が，大風にあって土佐国西南海湾の入口に位す
る柏島の沖より湾内の大島浦に漂到した際，土佐藩の儒者
とくよしひろ
戸部良照が，滞在中に沖縄の事物について記録したもので
ある。
その中で，婿祖(天妃)と「菩薩」が同じものと認識され
ていたことは，実際に海を往来した近世の琉球の人の証言
から明らかであるという。
④『琉球神道記』は，琉球に関する最も古い文献であ
る。１７世紀の初めに袋中上人が琉球に滞在した期間(1603
-1606)の間に，琉球について記したものである。『琉球神
道記』巻５「天妃事」の条に，次のように記している。
ポサ１Z）
「世人，此の神ヲ菩薩卜云コトは，菩薩ﾉ､慈悲の掘名也。
(中略)此神,海中ノ運送,商販二,危ヲ持チ,覆ヲ扶ク。功徳，
陳佳秀
天二配スベキ故に，天妃卜名ク」（1,.200）
⑤黒川道祐(1691）「遠碧軒記」
江戸時代に「遠碧軒記」という記事が俗問に伝わり，次の
ように記している。
「唐人の舟の守護神は天妃菩薩と云ふ。婦人のてい，疑
は観音の変相か，舟中にては第一高所に安置し尊崇して舟
着と，長崎にて南京寺の大体の日本の堂なれば，仏聴の左
は祖師堂，右の方の土地堂の虚に安侭し，牛豚をそなへて
菩薩祭りを執行ふなり。観音菩薩の事なり。唐の天子后死
して観音に変化し水難を救との盟あり，それより舟神とす。
霊験あらたにして少そくぶつにすれば，唐人につきて狂気
をなす。ざんきざんげして罪を謝すれば,即本復すとなり。
これには魚肉を供す，ぶたまんぢうとて，ぶたの肉にてま
んぢうを献ず」
⑥『おもろさうし』
古琉球の古典文学『おもろさうし』の創作時代は,日本，
中国の明朝，東南アジアとの交易が最も盛んに行われてい
た時期14世紀である。その『おもろさうし』の中，第13-
764には，実際に天妃を謡ったものが存在する。また，『お
もろさうし辞典総索引』は「唐の菩薩」について「唐の国
の菩薩。菩薩は仏の次に位するもの」と説明している。
これらの史料を見ると，蛎祖(天妃)は観音と結びつけら
れたことがわかる。菩薩(ボサ)というのが嬬祖の別名であ
るのは,観音菩薩が変じたものと考えられる。しかし,当時，
琉球王国の宗教や信仰といえば，ノロとか，ユタと呼ばれ
るシャーマンに近いオナリ神信仰が存在していた。琉球に
１３）
おいては，仏教系の観音信仰の成立や伝来した年代につい
て記したものはないが，確認できるのは17世紀の袋中上人
が著した『琉球神道記』である。それ以前の琉球王国にお
ける宗教や信仰といえば，琉球神道のノロやユタを主流と
して，仏教的思想は乏しく，仏教的意味での信仰は定着し
ていなかったと考える。なぜならば，琉球王国における仏
教的観音信仰の受容過程は，少なくとも17世紀初頭以降で
ある。王都の首里や交易港の那覇では多くの仏寺に観音が
祁られ，観音信仰が当時の琉球社会にも伝播し，展開して
いた。『琉球神道記』巻４の「観音菩薩の道場」としての
そうげん
崇元寺，慈恩寺，五徳院，竜;償W寺，潮音寺，五徳院，大徳
さいらい
寺，西来寺，清泰寺，桂林寺，葛寿寺が，さらに千手観音
りょうがじせんじ｡』，
道場として梼伽寺，千手院があげられている。これらの観
音道場と航海安全信仰とを結びつける史料はないが，航海
安全の守護神としての観音信仰は,1610年代に確認できる。
しかし，袋中上人が琉球に渡来する以前にすでに琉球に観
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音信仰が伝播し，国王貴族や王府官人届は観音堂へ参詣す
ることが制度化されていた。近世において，観音信仰は航
海安全の守護神として,漁民や船乗りの人たちに信仰され，
一般的になっていた。
これに関しては，琉球八社の一つである普天間権現が注
目される。その普天間権現は熊野信仰霊場であり，観音菩
薩が記られ(『琉球国由来記』巻１１「密門諸寺縁起｣，『神道大系
神社編52沖縄』「普天満山三所大権現縁起｣)従来，海上安全の
祈願所として，篤く信仰されていた。その普天間権現の後
方に奥宮があるが，その神について，次のような伝承が残
されている。
父と長兄が中国に行ったときの話である。その妹が或
晩，睡眠中に大きな声を立てて，もがくので，一緒に
寝ていた母が，なぜそんなことをするかと，一方の手
を捕まえてゆり起したら，惜しいことをした，二人の
乗った船が，今難船にあったところで，右の手で兄さ
んを助けて，左の手でお父さんをつかまえようとする
ところを，手が動かなくなって，お父さんは助けるこ
とができなくなったと言った。程経て，中国の兄から
手紙がきて，行く途中に船が遭難し，自分は助かった
が，父が溺死した，ということだったので，皆びっく
りした。彼女は他家に嫁がず，家族以外の人には見ら
れたことがなかったが,或る時妹の夫に見られたので，
普天間の洞窟に逃げ隠れて,後日神としてi把られた(伊
波普猷1922)。
以上のような伝承の内容は，明らかに中国から伝わった
嬬祖の伝承と類似している。すなわち，普天間権現の縁起
は，嬬祖信仰を起源とすると推察される。また，普天間権
現は観音菩薩の霊場であることから，航海守護神としての
蛎祖と観音が重ね併せられたと思われる。
では，なぜ蛎祖と観音とが習合したり，混精したりとい
う現象が起きるのか。それは，東シナ海(漸江省杭州湾沖）
ふだふだらく
の舟山群島に，観音菩薩が住む山である普陀山(補『ﾋ落山）
があることと関係している。その普陀山を中心とした観音
ふれびと
信仰が古来の漁民や船人に信仰されている。蛎祖と観音は
両神とも中国大陸の航海守護神として，沿岸の漁民や船人
に信仰されていた。そして，海を渡って，これらの信仰の
辺縁部である朝鮮半島，日本本土，琉球列島，台湾に，当
然その影響を与えた。
例えば，台湾の福建系の家では，住居の正庁には祭垣の
神卓を設けており，神々を合祁する習俗がよく見られる。
それらの神々を三段層に分け，その序列については，観音
東アジア海域における船神個仰
を第一段に，次の第二段は蛎祖，関帝を置く。観音と蛎祖
の両神は連なるように祁られ，共に一家の平安を祈願する
ために紀る現象が見られる。ちなみに第三段には祖先が祁
られる｡また,蛎祖を本尊とする寺廟には,ほとんどの場合，
観音が添えられているのに対し,観音を本尊とする寺廟(龍
山寺など)には，必ずしも蛎祖が同祁されていない。すなわ
ち台湾では，蛎祖は観音の申し子となっていることを示す
ものである。
4.2神火
蛎祖が神火（しんか)と習合した霊験識の奇瑞が，日本の
沿岸部各地に伝承されている。次のような伝承が挙げられ
る。
①薩摩一『笠沙町郷土誌』上巻(p,576）
娘鳩神火の神霊の伝承は笠沙にも残っている。神女はと
きどき海岸へ潮水を汲みに下ることがある。そのとき神火
があらわれる。神火はいつでも二塊であって，一つは直径
五○センチぐらい，もう一つは三○センチぐらいである。
はじめは野間岳の絶頂の白石あたりから現れ，徐々に岳の
後をまわり，神渡辺まで下がり，同じ道を通って帰ってく
る。村にはこの神火を見た人が数人はいるという。
また，海上で嵐にあい，暗い夜の危険なときに，一心に
祈願すれば，山頂に必ず神火が見えるといわれ，この神火
で方角を知ることができ，危険をまぬかれた者もいた。こ
のような神異があるたびごとに，人々は娘蛎神を厚く崇敬
するようになったという『三国名勝図会』。
たくひ らぶり
②隠岐一焼火明神，智夫の神
中山太郎(1930：371)は，『日本正女史』の「航海守護神
としての亜女」において，古来日本における駆女は航海の
安全の守護者であったことを述べている。焼火明神の縁起
では，由来は，日本海航海が開発され，往来の船がはげし
くなるにつれ，日本海に臨める山上の上で，火を焚いて灯
台の代用としたものである。しかも，昔からこの焼火の役
ひ厳あちひ功
を務めたのは上上奈麻治比売と呼ばれた醒女であると解釈さ
ちぶり
れ，焼火神は，即ち智夫の神であるとされる。
焼火神社は，島根県隠岐郡西ノ島町にある神社である。
島前の西ノ島における最高峰，焼火山の８合目辺りに鎮座
する旧県社。航海安全の守護神として遠く三陸海岸まで信
仰を集めた(『ウィキペディアフリー百科那典』の「焼火神社」
参照)。この比奈麻治比売神社は，現在隠岐の西ノ島の東
たくひ
端にある。隠岐島に鎮座する焼火神社がある(祭神(ま神名帳
にある比奈麻治比売)。
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またらじん
４．３摩多羅神
摩多羅神という神について，浦恒一(1976）「海上守護神
について」には，「最澄僧が入唐の船の中や，円仁帰朝の
かりぎぬ
船に示現し，海上安全を守護したという神で，唐冠，狩衣
で鼓を打つ和漢折衷の神像という」と述べられている。
摩多羅神は，『広辞苑』（2008)第六版によれば，「天台宗で，
じＬうぎ上う
常行三味堂の守護神，また玄旨帰命聴の本尊。頭に唐制の
ばくとう かりきい
帳頭をかぶり，禾ﾛ様の狩衣を着，鼓を打つ姿をしたもの。
みょうが
左右に笹葉，若荷を持って舞う童子を伴う。円仁が唐より
帰朝の時，この神が空から呼びかけたといい。また源信が
念仏守護神として勧請したともいう｣。
このような伝承を伝えているとなっている壱岐，対馬，
平戸などは，朝鮮半島と日本本土との間に位置し，両地域
の交接地であったので，当然，海の神が盛んに信仰され，
相互に影響し合ったはずである。
また，浦恒一(1976)は，蛎祖の伝来について，二つのルー
トがあるという。一つは華北を経て朝鮮に至り，一つは海
を渡って台湾に広まり琉球に及んだルートであり，北進系
というもう一つのルートは，朝鮮半島一対馬，壱岐一九州
（平戸)という流れである。これら二ルートに応じて，南進
系の「琉球一台湾の仏教化した菩薩」と，北進系の「道教
化した天妃(ボサ)」という二つの説がある。しかし，蛎祖
信仰の伝播ルートとしての北進系の史料は，あまりにも乏
しいので，現在の段階では深く考察することができない。
４．４小結
これらの霊験調や記録によれば，船乗りの人々や漁民た
ちが船難を免れるため，神に祈り，海の空に神火が現われ
て救われたという伝承が環東シナ海域に分布していること
が分かる。これらの伝説や神火の由来は，海上から高い山
や岬にある寺院が航海の目印ともなり，またそこで焚かれ
る火は，灯台の役割を果たし，海上をゆく舟の安全の目印
になったということにあると思われる。従来，日本ではこ
の火を焚くことの役目を勤めたものが駆女であり，疋女が
航海安全の守護神であったことにも，それをうかがうこと
ができる。
蛎祖(天妃)は，中国大陸で11世紀から信仰されるように
なった女神である。日本の琉球列島，九州へ伝来し，様々
の史料から，蛎祖と観音のイメージが重なり，「菩薩」と
呼び習わされてきた。「菩薩」というイメージの重なりは
琉球に渡来した唐人の間だけではなく，環東シナ海の各地
にも見られる。これらの伝説から,観音菩薩が本地であり，
蛎祖，船霊神，比奈麻治比売，摩多羅神という神々は菩薩
陳佳秀
すいじゃく
の垂迩であったと考えられる。また，これらの神々と蛎祖
(女性神格)との習合は，環東シナ海域における霊験諏や伝
説において，いずれも女‘性である神格が船を守護する神と
して崇拝されるようになった根本の理由の一つでもある。
５まとめ
蛎祖(天妃)信仰は，中心地である東シナ海および南シナ
海では，１１世紀頃に信仰されるようになって，１５世紀に中
国明人が日本へ持ち運んできた。そして，日本の各地にそ
の信仰が伝播した。本研究では，琉球列島や九州の薩摩地
方，長崎などへの伝来の経緯と，その祭祁の特徴を見てき
た。また,その信仰の周辺地である環東シナ海域において，
蛎祖と関わりがあるいくつかの伝承を見てきた。
蛎祖は，本来中国南部沿岸の亜女にすぎなかったが，１１
世紀頃に中国の南部沿岸で航海神として信仰されるように
なった。そして,中国南部沿岸の代表的民間信仰となった。
前に取り上げたいくつかの伝承から，嬬祖信仰は中国沿岸
地域だけではなく，同じ海に囲まれた朝鮮半島，済州島，
琉球，対馬，壱岐，五島，九州，瀬戸内海などの周辺地へ
も伝播してきた。
その理由の第一として，１１～12世紀以降，宋，元時代に，
中国では琉球王国との私的な交易が頻繁に行われていたこ
とが挙げられる。また，環東シナ海域でも海上交易が盛ん
に行われていた。例えば，古代，中世の博多は，国際貿易
の拠点として栄え，東アジアへ向けて，日本の対外関係を
直接に担い，国際都市として発展していた。当時，博多に
ごうしゆ
居留した博多綱首という宋商たちは，博多および周辺を拠
だいとうがい
点Iこして貿易活動を行い，「大唐街」という中国人居留地
がすでに11世紀に作られていた。中国，日本，朝鮮半島，
琉球列島は東シナ海を挟んで，一つの通商圏を形成してい
た。そして，１３～16世紀に，朝鮮半島，中国沿岸，日本沿
岸において，倭窓，海賊や，唐僧などの活動を経て，航海
安全の守護神(女神)も環東シナ海域で広がったと考えられ
る。
環東シナ海域において，それぞれ信仰される航海守護神
(蛎祖，観音，船霊，比奈麻治比売，躍多羅神など)があり，こ
れらの神々は女性神格である。本地の観音菩薩も女‘性的特
徴をそなえていることが多いが，垂迩である婚祖,船魂神，
比奈麻治比売,摩多羅神などの神々はいずれも女性であり，
それら女性神格同士には混清的，複合的現象が起こりやす
かったと考えられる。ただし，環東シナ海域における，他
の女神(蝿祖以外の船霊神，沖縄のオナリ神など)については，
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本稿ではあまり触れることができなかった。それらについ
て，また，環東シナ海域における倭人，海賊のネットワー
クという視点からの，倭人，海賊の移動範囲，経緯などに
ついては，今後の研究課題とする。
注
ｌ）オナリ神とは，姉妹が兄弟を守護するという姉妹信仰であり，
琉球文化の土粁的信仰である。オナリ神の霊力が宿るものと
して，彼女らの髪や手織り手巾などをもらって旅立つ。航海
安全の守護神である。
２）船霊とは，船乗りや漁師などの海で働く人々によって紀られ
ている神である。すでに『続日本紀』の天平宝字７年(763)の
記事に見えている。今も日本全国の海村において船霊信仰が
広く信仰されている。
３）六朝時代とは，三国の末から両晋，南北朝，及び暗代、三世
紀の中頃から七世紀の初めに及ぶ約４百年にわたり，日本で
は神功皇后の治世から推古天皇の御代に至る時期に相当する。
４）招宝七郎大権は，龍神，海神として，また伽藍神として宋か
ら明にかけての中国で広く記られた神であった。その後，航
海守護神は福建系の蝿祖神の力が強くなり，中国では伽藍神
であることも忘れられ，信仰が衰退していったものと考えら
れる。
５）フリー 百科事典『ウィキペディア(Wikipedia)』によると，関
帝聖君、関帝翁、山西夫子，関夫子，蓋天古仏，協天大帝，
伏魔大帝，関帝菩薩，伽藍神，伽藍菩薩など多くの呼び名を
持つ。
６）鄭和(1371-1434)は，明永楽帝の官官長官に任用され，１５世
紀前半に７回にわたって東南アジア，インド洋，ペルシア湾
からアフリカ東岸に，海上遠征を行った。
７）上と下の天妃宮があった。上天妃宮は，久米一丁目の天妃小
学校の所にあった。今もこの小学校には，上天妃宮の石造の
供門が残っている。下天妃宮は,東町の西消防署付近にあった。
現在は，波上の久米崇聖会(旧天尊廟敷地)に復興。
８）下天妃廟の項に「幸廟内有一片旧板僅存。而板面，書永楽
二十二年造七字(『定本琉球国由来記』巻９「唐栄旧記全集」
ｐ､168)。上天妃廟の項に｢而二廟相去,決不遠駕。想必宣徳.正
統間，創建斯廟也明笑(同ｐ・'69)」と記されている。
9）「権現」という語は，元来仏また菩薩が一般民衆を救済する為
かり
に権に人間や極々のものに姿をかりて現れることをし、う仏教
の言葉であった。平安中期以降，本地垂迩が盛んになると，
日本古来の諸神を諸仏菩薩の垂迩と考えて権現の称号で呼ぶ
ようになった。そしてこれらの諸神を祭る神社も権現と呼ん
だ(『神道大辞典』第2巻(昭和12)京都：臨川書店p､67)。
１０）『観音経』とは，『法華経』の中の普門品第25を特に抽出した
お経である。『観音経』については,福永光司(1982）「『観音経』
と道教」『道教の日本文化』人文書院を参照されたい。
11)措船,琉球国の用船。進貢船が中国行きなるに対し薩摩行きの
東アジア海域における船神信仰
船。階は木の名，幹も枝も曲りくねらぬ木(『大島筆記』ｐ､389
補註より)。
12）『琉球神道記巻五』「菩薩」ｐ､200
菩薩は，上に向っては自利のためにさとりを求め，下に向っ
ては利他のために衆生を導く（上求菩提、下化衆生）という。
初期仏教では，釈尊の前世の呼び名として菩薩が用いられて
いたが，大乗仏教がおこると，菩薩は神話から解放され，宗
教的な人格として理解されるようになった。そして、菩薩と
は「上求菩提と下化衆生の長い修行ののち，その功徳によっ
て仏になる者」とされるようになった。仏教の有神論的展開
によって，異教の神も仏教の中にとりいれられ，菩薩として
偏仰の対象になった。
13）日本の観音信仰は，奈良時代に中国から渡来したが，初めは，
磯族王府官人屑だけに盛んに行われ，受容された。観音の神
格の特徴としては，慈悲により衆生から一切の苦しみを抜き
去る功徳を施すとされ，女神のような容姿に作られたものが
多い。中国では唐代で最も盛んであり，多くの人々から信仰
された。また，観音は海の守護神となったが，特にその信仰
の発祥地である舟山列島で多くの人々に信仰されている。
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